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2017 年⚕月 28 日から 29 日
Kakogawa, M., Onuma, M.and Asakawa, M.: Some records on parasitic and infectious diseases from free-ranging or captive avian
species with special reference to recent cases dealt with the Wild Animal Medical Center, Rakuno Gakuen University, Japan. The
10th International Meeting of Asian Society of Cnservation Medicine, Malaysia, 20th-23rd Oct.
Onuma, M., Kakogawa, M. and Asakawa, M.: Molecular surveillance of avian influenza virus in Japan between 2008 and 2015.








回爬虫両棲類学会大会，熊本大学，2017 年 11 月 25 日．
⚒．在来種（哺乳類）
近本翔太・浅川満彦：酪農学園大学野生動物医学センターWAMCに依頼された車輌付着の獣類体毛鑑定と示唆された野生動物交
通事故に関わる問題点．第 16 回⽛野生動物と交通⽜研究発表会，北海道大学，⚒月 17 日
浅川満彦・羽山伸一・岡本宗裕：ニホンザル（Macaca fuscata）における寄生蠕虫相の概要─特に，最近の東日本における調査か
ら判明した地理的分布域に関して．第 72 回日本生物地理学会年次大会，東京大学，⚔月⚙日
浅川満彦・羽山伸一・岡本宗裕：東日本におけるニホンザル（Macaca fuscata）の寄生蠕虫相（概要）．第 33 回日本霊長類学会大会，
福島，⚗月 15 日から 17 日
垣内京香・石黒佑紀・齋藤 萌・松田一哉・浅川満彦：北海道産ニホンジカから検出されたオンコセルカ亜科糸状虫類の分類学お
よび病理学的な検討．第 23 回日本野生動物医学会大会，日本獣医生命科学大学，⚙月⚑日から⚓日
垣内京香・杉山 広・浅川満彦：ニホンジカに寄生するオンコセルカ亜科糸状虫類について．日本線虫学会第 25 回大会，札幌，⚙





ピラ浸潤状況の変遷．第 160 回日本獣医学会学術集会，鹿児島大学，⚙月 13 日から 15 日





タマビルHemiclepsis marginata（Hirudinida：Glossiphoniidae）の記録．第 69 回日本衛生動物学会大会，長崎大学，⚔月 14 日から
16 日
吉田圭太・加藤英明・浅川満彦：小学校で飼育されていた淡水カメ類から得られた寄生虫．第 18 回カメ会議，いしかわ動物園，⚓
月 18 日から 19 日
吉田圭太・加藤英明・浅川満彦：静岡県内の某小学校で飼育されていた淡水カメ類から得られた内外寄生虫保有状況．第 160 回日




グ目ハリセンボン科）の眼球周囲織に寄生した線虫摘出症例と得られたCystidicolidae 科線虫の分類学的検討．第 23 回日本野生動
物医学会大会，日本獣医生命科学大学，⚙月⚑日から⚓日
金谷麻里杏・長濱理生子・下川英子・小澤賢一・水主川剛賢．浅川満彦：本州動物園の展示水鳥類で得られた寄生虫⚓事例─寄




竹内萌香・鳥居善和・浅川満彦：消化器症状を呈したイエネコにおける線虫 Soboliphyme baturini の寄生事例．平成 28 年度日本獣
医師会獣医学術学会年次大会，金沢，⚒月 24 日から 26 日
林 英明・荒井千種・外平友佳理・佐野忠士・鈴木一由・浅川満彦：Lumpy Jaw Disease（LJD）罹患カンガルーにおける被毛中コ
ルチゾールを用いたストレス評価．平成 28 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会，金沢，⚒月 24 日から 26 日
伊藤このみ・村上翔輝・野間康平・伊東隆臣・藤田かおり・辻 一・長濱理生子・柳井徳磨・浅川満彦：リスザルにおけるマン
ソン孤虫症⚒例について．第 65 回動物園水族館技術者研究会，東京，⚒月⚑日．
Kuchboev, A. E., Amirov, O. O., Karimova, R. R. and Asakawa, M.: Nematodes of digestive tract of domestic ruminants in Uzbekistan.
第 86 回日本寄生虫学会大会，北海道大学，⚕月 28 日から 29 日
横江果林・外平友佳理・能田 淳・鈴木一由・浅川満彦・世良耕一郎：Lumpy Jaw Disease（LJD）罹患ハイイロオオカンガルーに
おける血漿中エンドトキシン活性値と微量元素動態．第 23 回 NMCC共同利用研究成果発表会，岩手医科大学，⚕月⚑日
生駒 忍・藤本 智・長濱理生子・浅川満彦：チンパンジーにおける重篤な蟯虫症でアルベンダゾール投与により著効が認められ
た⚑例．第 23 回日本野生動物医学会大会，日本獣医生命科学大学，⚙月⚑日から⚓日
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近本翔太・吉野智生・志村良治・浅川満彦：動物園飼育哺乳類における寄生蠕虫症の回顧的調査（続報）．第 23 回日本野生動物医
学会大会，日本獣医生命科学大学，⚙月⚑日から⚓日
東 美緒・外平友佳理・佐野忠士・鈴木一由・浅川満彦・林 英明：オオカンガルー（Macropus giganteus）における被毛中コルチ
ゾール含有量の変動要因について．第 23 回日本野生動物医学会大会，日本獣医生命科学大学，⚙月⚑日から⚓日
Yokoe, K., Sotohira, Y., Noda, J., Suzuki, K., Sera, K. and Asakawa, M.: Plasma endotoxin activity and trace elements kinetics in
Macropus giganteus infected-Lumpy Jaw Disease (LJD). Chemical Hazard Symposium-Joint Seminar on Environmental Chemistry
and Toxicology, Hokkaido Univ., 2nd Aug.
安齋雅彦・Oine, P. M.・鈴木一由・浅川満彦：ウガンダ・ワキソ県の一と畜場における牛での肝蛭寄生率実態調．第 68 回北海道獣
医師大会・平成 29 年度北海道地区学会，酪農学園大学，⚙月⚘日
⚖．ゼミ演習としての啓発活動
Asakawa, M. and his students: Wildlife medical lecture titled “Ecotourism vs Wildlife - Case Report on Conservation Medical
Assessment in Hokkaido, Japan”, and drill of wildlife postmortem and making/blowing immobilizing dart for students of Univ.
Findlay, USA, organized by EX center, Rakuno Gakuen Univ., 5th Jun.
浅川満彦・ゼミ生：ゼミ生による野生動物医学に関する課外授業（スライド座学，吹き矢デモ，野外踏査実習）．とわの森三愛高等






自企画（仮），酪農学園大学研修館．⚖月 12 日から⚗月 31 日（毎週月曜）
Asakawa, M. and his students: Wild animal medical short course for students of Kasesart University, Thailand, Advanced Hygiene
and Environmental Sciences, Collaboration of Veterinary Education between Japan and Thailand (Sekai-Tenkai-Ryoku), Rakuno
Gakuen Univ., 20th-21st Sep. and 9th-10th Nov.














Asakawa, M.: Several topics on parasitic helminthiasis and helminthds from free-ranging or captive vertebrates with special
reference to recent cases dealt with the Wild Animal Medical Center, Rakuno Gakuen University, Japan. The 3rd International
Congress of Parasites of Wildlife, South Africa, 24th-27th Sep.
























協会中級認定講座，酪農学園大学研修館および生物学実験室，10 月 28 日
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図 6 佐呂間町における出張講義の一コマ
図 7 日本獣医師会主催アジア地域臨床獣医師等総合研修事業の様子
図 8 米国フィンドレー大学 PreVet 課程などの学生対
象の授業参加者
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図 9 タイ国カセサート大学獣医学部生への研修の様子
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図 15 WAMCに搬入されたトビ雛（左）がゼミ生の世話で成鳥にまで生育した様子（右)
図 16 エディンバラ大学Anna Meredith 教授の視察





























































海道新聞，2017 年⚖月 18 日朝刊 15 面．
11．浅川満彦．2017．書籍紹介⽝協力と罰の生物
学⽞．Zoo and Wildlife News（日本野生動物医
学会ニュースレター），（45）：34．
12．浅川満彦．2017．書籍紹介⽝生き物たちの化学
















































動物医学会主催 SSC（Student Seminar Course）
















An annual report of educational activities performed by the Wild Animal Medical Center of Rakuno Gakuen
University in 2017 was given.
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